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広域圏
こういきけん

児玉郡市広域市町村圏組合火災予防条例の
一部改正

　住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の
制定に関する基準を定める省令の一部改正等に伴
う改正とともに、防火対象物の違反対象物公表の
制度を確立し、利用者への早期の周知や危険性の
早期排除を促すためです。

財産取得について（救急自動車２台分）
名　　称：高規格救急自動車
金　　額：3,909万3,730円
配置場所：本庄分署、児玉分署
受 注 者：埼玉トヨタ自動車株式会社 本庄店

財産取得について（資機材２台分）
名　　称：高度救命処置用資機材一式
金　　額：2,324万1,600円
配置場所：本庄分署、児玉分署
受 注 者：エイバン商事株式会社

監査委員に粳
う る た

田平一郎議員（本庄市）が
選任されました。

新組合議会議員

第２回定例会
（６月26日（水）開催）
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玉
郡
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会
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8

　
於
　本
庄
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
に

お
い
て
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
の
創
設
が
決
ま
り
、
森
林

環
境
譲
与
税
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

自
治
体
へ
の
譲
与
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
研
修
で
は
寄
居

林
業
事
務
所
か
ら
所
長
の
佐
野
且
哉

氏
の
ほ
か
、
林
業
支
援
担
当
部
長
２

名
を
講
師
に
招
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

森
林
環
境
税
と
は
、
国
民
一
人
一

人
に
森
林
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
次

世
代
に
豊
か
な
森
林
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
森
林

環
境
譲
与
税
は
国
に
一
旦
集
め
ら
れ

た
税
の
全
額
を
、
間
伐
な
ど
を
実
施

す
る
市
町
村
や
そ
れ
を
支
援
す
る
都

道
府
県
に
譲
与
す
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
私
た
ち
が
納
め

る
環
境
税
に
つ
い
て
は
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
令
和
６
年
度
か
ら
課
税
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

一
方
で
、
森
林
環
境
に
お
け
る
諸

問
題
に
は
で
き
る
限
り
早
期
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
新
た
な
森

林
管
理
制
度
の
施
行
と
あ
わ
せ
森
林

環
境
譲
与
税
の
譲
与
は
平
成
31
年
4

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
で
は
、「
令
和
５
年

度
ま
で
に
お
け
る
譲
与
財
源
は
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、
暫
定
的
に
譲
与

税
特
別
会
計
に
よ
る
借
入
の
対
応
を

す
る
こ
と
や
、
借
入
金
は
後
年
度
の

森
林
環
境
税
の
税
収
の
一
部
を
も
っ

て
確
実
に
償
還
し
て
い
く
こ
と
な
ど

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
に
当
た

り
森
林
を
守
る
た
め
の
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
こ
の
税
の
適
正
な
管

理
・
運
営
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

根
本
孝
代

森林環境税及び森林環境譲与税について

田中　輝好 組合副議長 本庄市議長
林　　富司 本庄市議員
岩崎　信裕 本庄市議員

新 広瀬　伸一 本庄市議員
役 粳田平一郎 監査委員 本庄市議員
員 巴　　高志 本庄市議員
紹 大島　輝雄 組合議長 美里町議長
介 塩原　　浩 美里町副議長

赤羽奈保子 神川町議長
廣川　　学 神川町副議長
新井　　實 上里町議長
飯塚　賢治 上里町副議長

（美里町選出議員　大島輝雄・塩原 浩）

森林環境を守っていくために、
みんなで考えていければいいね♪

美里ＭＳミムリン

ミムリンの
つぶやき
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学校ごとに教育目標や具体的な重点項目等を定めた
グランドデザインを作成し、取り組んでいます。

ミムリンの
一口メモ

美里ＭＳミムリン

　

７
月
12
日
（
金
）
文
教
民
生
経
済

常
任
委
員
会
に
よ
る
町
内
４
小
中
学

校
の
学
校
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
を
は
じ
め
担
当
者
同
行
の

も
と
訪
問
し
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
は
教
室
で
の
授
業
の

様
子
を
見
学
し
、
次
に
体
育
館
、
調

理
室
、
プ
ー
ル
な
ど
施
設
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
学
校
の
説

明
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
教
育
目
標
は
、

　

大
沢
小
学
校
は
「
よ
く
考
え
る
子・

思
い
や
り
の
あ
る
子
・
た
く
ま
し
い

子
」

　

松
久
小
学
校
は
「
本
気
で
学
ぶ
子・

心
が
豊
か
な
子
・
た
く
ま
し
い
子
」

　

東
児
玉
小
学
校
は
「
か
し
こ
く
・

な
か
よ
く
・
た
く
ま
し
く
」
で
す
。

　

町
内
の
各
小
学
校
で
は
、「
い
じ
め

や
不
登
校
の
児
童
は
見
受
け
ら
れ
な

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
今
後
に

お
い
て
も
子
供
た
ち
を
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
美
里
中
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

美
里
中
学
校
で
は
「
知
、
徳
、
体

の
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
人
間
性
と

主
体
性
を
身
に
つ
け
た
生
徒
の
育
成
」

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。

　

特
に
昨
年
度
は
進
学
希
望
の
生
徒

全
員
が
進
学
し
、
進
学
率
１
０
０
％

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
も
一
重
に
先
生
方
の
努
力
の

賜
物
と
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　

文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

柳
沢　

章

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

7
火

９
　
於
　
東
京
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
村
議
会
広
報
研
修
は
「
議
会
だ

よ
り
」
の
基
本
と
編
集
と
い
う
こ
と

で
、
編
集
委
員
初
心
者
の
私
に
と
っ

て
は
と
て
も
参
考
に
な
り
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。

　

研
修
の
主
な
内
容
と
し
て
は
大
き

く
４
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
お
り
、

１
．
議
会
報
の
意
義
、
目
的
…　
　

　
　

誰
の
た
め
、
何
の
た
め

　

そ
も
そ
も
議
会
広
報
は
読
ま
れ
て

い
る
の
か
？　

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

ま
ず
は
自
紙
を
点
検
し
、
固
い
・
難

し
い
・
面
白
く
な
い
等
の
脱
却
を
目

指
す
。

２
．「
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
…　
　

　
　

編
集
方
針　

企
画
・
構
成

　

読
み
手
の
側
に
立
っ
た
わ
か
り
や

す
い
広
報
。
議
会
だ
よ
り
は
議
事
の

記
録
で
は
な
い
の
で
、
読
者
で
あ
る

町
民
の
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

町
民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
情
報
は

何
か
考
え
、
企
画
を
検
討
す
る
。

３
．
伝
わ
る
広
報
へ
編
集
ス
キ
ル
…

　
　
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く

　

載
せ
た
い
内
容

　

・
誰
が
見
て
、
読
む
の
か
。

　

・
見
や
す
い
形
に
し
、
わ
か
り
や

　
　

す
く
す
る
。

４
．
各
企
画
の
進
化
充
実
を
…　
　

　
　

町
民
に
伝
わ
る
企
画
編
集
を

　

資
料
を
も
と
に
４
つ
の
内
容
を
具

体
的
に
解
説
、
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

美
里
町
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も
ま

だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
る
と
、
今

回
の
研
修
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
「
議
会
だ
よ
り
」に
少
し
ず

つ
で
も
新
し
い
風
を
入
れ
、
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

新
井
英
行

町内小中学校の教育向上に向けて
学
校
訪
問

7
金12

於
　
町
内
小
中
学
校

小学校の授業風景

全国町村議員会館にて

町民の皆様に読まれ・伝わる議会だよりへ 議会広報サポーター
芳野 政明 氏講 師


